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研究成果の概要（和文）：本研究は、非右きき者の認知特性と運動特性を異なる方法論で検討し、

日常生活において心的及び身体的負担なく安全に行動できるようにするための基礎資料の収集

と，それらに基づいて社会における少数者向けの安全規範を作成する効果的な方法論を探るこ

とが目的であった。研究成果には、次の３点が挙げられる。１）非右きき者の日常生活におけ

る心的及び身体的負担となる行為や安全上に危険が大きい行動特性についてのインタビュー調

査法によるパイロット調査では、非右きき者が意識するレベルのものは右きき者と比べて同等

であった。このことは逆に心的リソースを常時配分し負荷がかかっていることの裏付けである

可能性があり，医療場面での大規模質問紙調査を実施したが、結果の整理は終えていない。２）

片手の運動行為を伴う左右方向に配置した道具の遇発記憶実験事態での結果では，きき手と連

関する記憶再認錯誤が明らかとなった。この結果にもとづいて，記憶を再認する際に、線条体

—基底核—小脳運動系の運動イメージの自発的解発が想定でき、それを基盤とした神経心理学

的モデルを提唱した。３）非右きき者が優れた空間能力を持つか否かとそのことの加齢との関

連を検証する実験を行った。非右きき者は右きき者に比べて視覚的イメージに依存する傾向が

高齢期には顕著となり、認知機能の検討に加齢の影響を加味することの重要性が明らかとなっ

た。 
 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to collect non-right-handers’ cognitive 
characteristic and behavioral traits using different kinds of methodologies, and to seeks 
ways to enable non-right-handers act safely without any mental and physical burden in 
everyday life. These processes may offer a proper effective methodology, when we create a 
small number of person-oriented safety norms in our society. The following three were the 
results of research at present.  
1) The pilot survey of the interview investigation about a behavioral trait which 
non-right-handers is conscious in everyday life including mental and physical burden. The 
results showed no prominent difference between right-hander and non-right handers. This 
approach however has not been finished; another large-scale investigation to ask working 
safety conditions in a medical work situation was conducted, though it is not be analyzed 
yet. 



2) In the memory experiment, results of the memory from photos of the tool arranged in 
left/right direction showed that the accidental memory error was prominent regarding to the 
left/right direction. The error response types were different depending on the participants’ 
handedness. 
Based on these results, the neuropsychological model based on the spontaneous neural 
network activation by the tool image in striate body-basal-nuclei-cerebellum kinetic 
supra-modal system was proposed. 
3) The experiment, which verifies the facts whether the spatial ability is excellent in the 
non-right-handed person, and whether this superiority is age-free was conducted.  
Results showed that superior spatial ability of non-right handers depends on aging. It 
suggests an importance of the influence of aging in examination of a cognitive function.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の開始当時の問題意識には、非右き

き者についての認知特性や行動特性について

は、組織的検討がほとんど実施されていない

現状が背景にあった。そこで、少数者集団で

ある非右きき者の注意・記憶及び視線・動作

特性を明らかにし、これまで特段の配慮がな

されてこなかった非右きき者における日常生

活での安全性についての諸問題を科学的に検

討したいというものであった。そのアプロー

チとしては、対象者へのインタビューによる

質的方法、行動分析法等様々な研究方法によ

り蓄積し、資料を総合してその特性を明らか

にし、併せて少数者集団に対する多数者の配

慮のあり方への研究法の開発を目指す最終的

な目標への端緒を得たいと考えた。 

 
２．研究の目的 
 社会的に少数者や弱者である人に対しては、
社会が成熟するにつれて特別な配慮がなさ
れることは先進諸国でコンセンサスを得ら
れた倫理基準である。これらは社会の成熟を
示す重要な指標の一つであり、我が国におい
ても障害を持つ者、年少者、高齢者などに対
して配慮に社会資本を投入することが社会
常識となっている。このことからも不十分の
意見があるものの配慮は進行しており、一定
の基準を満たしていると言えよう。 
 しかしながら、社会には格別な配慮を得ら
れていない現状のもとにおかれている少数
者が存在している。それは、非右きき者で、
彼らは日常生活を送る上で一見特段の困難
がないように受け取られているが、９割程度
の右きき者が多数を占める社会では少数者



であり、右きき社会の中では心的及び身体的
負荷を受ける状況にあることは容易に想像
できる。負荷が意識されているか意識されて
いないかに関わらず負荷であることが推察
できるにも関わらず、格別な配慮を受けてこ
なかったし、現在でも放置されていると言え
よう。 
 本研究の目的は社会的に少数者である非
右きき者を対象にして、その負荷の実態を科
学的に測定すること、多数者と同様の日常行
動を安全に送るためにどのような問題があ
り、それらはどのようにサポート可能なのか
を実験心理学的手法を駆使して探ることで
ある。同時に、このような少数者への社会対
応を進める上での検討手法、評価法、対応策
の堤案等に汎用的な手法がないのかを検討
することを目指すことである。少数者として
社会的に心的及び身体的に負荷を強いられ
ているケースには、特定の疾病に罹患してい
る者、性的嗜好性における少数者、宗教や人
種などでの少数者など様々なケースが社会
には存在するからである。 
 
３．研究の方法 
 本研究で実施したのは下記の研究法であ
る。 
 1)非右きき者による日常生活場面での不
便さの聞き取り調査。多数者である右きき者
についても同様の調査を行い、比較検討する
ことを行った。非右利き対象者の数が未だ少
ないために最終年度に大規模集団での資料
収集を行った。 
 2)非右きき者の認知機能特性の検討。取り
上げたのは記憶で、実験による資料収集を行
った。具体的には、偶発的記憶事態で左右に
方向性を有している日常生活物品の写真を
提示し、約 60 分間の干渉課題を挿入しその
後に再認検査を実施した。 
 3）きき手による違いが加齢とどのようにリ

ンクするのかを検討する基礎資料の蓄積を，

質問紙と認知心理学的実験により行った。具

体的には認知特性質問紙である 

 
４．研究成果 
 １）非右きき者の日常生活場面でのストレ
スとなる行動の集計は医療場面での安全性
に関わる行動特性資料を最終年度に収集し
てあるが、未整理状態にあるため成果として
公刊はできていない。予備的調査段階での集
計では、対人的行動の際に左右側に関わる混
乱の存在は伺えること、非右きき者のミスや
エラー行為は右きき者よりも少ない傾向が
伺える。このことは、意識的なレベルでも注
意を払うことでミスを軽減する努力が非右
きき者では行われている可能性を示唆して
いる。その負荷の強さに関する分析は、今後
公刊する予定である。 

 ２）偶発的記憶事態で左右の方向性を有し
ている日常生活物品の写真を提示して再生、
再認を求めた実験の結果では、左きき者と右
きき者では再認エラーに有意に異なる傾向
が認められた。左きき者は右方向であった事
物を左方向であったとするエラーを、右きき
者は逆に左方向であった事物を右方向であ
ったとするエラーが多いという結果となっ
た。このようなエラーを生じさせるメカニズ
ムについては、記憶の検索により左右手の運
動行為の神経連絡プログラムが自発的に解
発される可能性が考えられる。つまり記憶し
た画像イメージにより手の運動プログラム
が自動的に働くことにより誤った再認をも
たらすメカニズムが想定できる。そこで、神
経心理学的モデルとして、線条体—基底核—
小脳運動系の運動イメージの自発的解発を
想定する説明をまとめた。その主張は日本イ
メージ心理学会誌に掲載され、より詳細な神
経心理学的モデルはイメージ心理学の国際
誌に掲載された。新着の評論（Cognitive 
Neuroscience, 2003,17,241-254）では、小
脳—基底核—大脳皮質の神経連絡の存在が
細胞連絡レベルで確認されたこと、基底核が
認知に強い関連性を持つことを裏付ける解
剖学的証拠や神経科学文献が紹介されてお
り、脳は一つのシステムとして機能すること
を前堤とする我々の Supra-modal model には
それを裏付ける根拠が示されつつある。 
３）加齢ときき手との関係を質問紙と実験で
検討した結果は、イメージ利用の認知スタイ
ルが言語的であるか視覚的であるかを VVQで
測定し、実験心理学的には Money道路図検査、
Stroop 検査を、中高年者を対象に実施した。
その結果、きき手の違いは中年期には見られ
ないが、前期高齢者になると VVQ と Money 道
路図検査で出現した。非右きき者は視覚的イ
メージを使う傾向が高齢期には顕著となっ
た。Stroop 検査でも非右きき者は課題に要す
る時間が長くなることやエラーが増える傾
向が明らかとなった。これらの結果は、きき
手の影響は加齢により顕在化することを示
している。このことは、非右きき者の諸問題
を考慮する際には、年齢要因を加える必要性
を示唆している。非右きき者の中には、若年
時にきき手の変更を経験した人が含まれて
おり、それらの学習経験による動作環境での
影響は高齢期になると希薄になる可能性が
うかがえる。 
 なお、当初予定していた大規模調査の日程
が遅れたために、研究成果にまで至らない資
料の蓄積がある。現在までに 2,000 人規模の
看護師、助産師を対象とした非右きき者の医
療場面での安全性に関わる行動特性資料を
最終年度に収集してあるが、未整理状態にあ
る。今後もこの資料の解析を進める予定であ
り、研究チームは持続させる予定である。 
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